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.

時
は
常
に
地
球s
太
陽
.
•
太
陰
0-
:連
行
1

基
礎
ビ
し_ 

f

簿
出
^;

れ
れ
。
誰
も
知
^
如
く
地
球
は
::

一，n
にj

自 

轉
す
る
、
そ
し
，て
こ
の

j

 

m

を
二
十
四
時
間
に
分
つo

太
陽
は
三
六
五
1:
1
:
ど
0

分
の
4

で
：地
珠
の
周
圍
を
一.
公 

轉
す
る
も
の
ヒ
見
倣
さ
れ
て
ゐ
た

0

之
れ
を
三
六
.五
M
 

の
太
陽
暦
年
^

稱
す
る
。
.を
し
て
#

四
年
即
ち
間
年
の 

ニ
月
に

「

日
を
柿
入
し
て

g

分

の

i 

H

の
端
數
を
埙
め 

る
。
使

宜

上I

年
を
分
つ
て
十
二
ヶ
月S

す
る
。
，

.
他
の
«

^
で
ぁ
る
太
陰
が
大
約
こ
九
日
牢
で
地
球
0
.ー
 

'周
圍
を
一
廻
轉
す
る
e
い
ふ
事
實
は
ヽ
特
に
農
業
が
主 

た
る
生
業
ビ
な
つ
て
ゐ
た
頃
、*
し
C
人
目
に
つ
い
た
o 

こ
の
太
陰
曆
月
を
太
陽
曆
年
の
U
數
に
極
く
近
似
的
に 

も
密
合
さ
せ
る
«:
は
^

^
に
不
可
能
.で
ぁ
ワ
/2
。
::
'
そ
し 

.て

.こ
の.i

致
し
雛
§
單
位
0
調
和
を
圖
ら
ん
S
す
る
•か 

た
め
に
種
々
のH

,

夫
が
な
3
れ
た
。
月
の
盈
虛
中
の
四 

.個
の
形
狀
即
ち
新
月
、
上
弦
、)

滿
月
"
下
肢
の
間
隔

 ̂

大
略
七
日
の
週
ロ

^
ょ
つ
て
示
さ
れ
る
o
こ
め
S
H
Mは 

上
古
に
於
て
歐
人
の
所
謂
東
邦
ょ
り
發
し
た
も
の
で
、 

‘f

yス
ト
敎
會
の
祭
典
の
た
め
に
膠
^
確
足
さ
れ
た
0 

で
お
る
。
迥
日
は
太
腸
曆
や
太
陰
曆
の
月
又
は
年
に
對



第

十

五

猞(

五
七
一
一
0

雑
.

錄
中
世
の
紀
竿
法
大
意

第
四
號

L
て
逆
確
な
る
關
係
の

な

ぃ
«

立
の
數
へ
方
で
ぁ
名
o 

週
H
ば
他
の
大
な
る
單
攸
に
關
係
な
く
連
續
的
に
進

 ̂

で
行
く
、
故
に
完
全
な
る
曆
法
が
紺
立
て
ら
れ
る
，ビ
 

き
に
は
、
勘
足
に
入
る
べ
き
第
三
の
’堪
位
で
ぁ
つ
た
。
 

そ
し
て
太
陽
^
太
陰
の
運
行
を
週
日
ど
合
致
^
せ
ん
が

5

四
.

暦
に
は
之
が
記
さ
れ
.て
ゐ
た
で
あ
ら
う
が
、
實
際
R
は 

他
用
さ
れ
た
や
う
に
な
.い
ド
第
十
四
世
紀
化
至
る
ま
で 

時
間
の
長
妞
は
季
節
^
ょ
：つ
.て
變
じ
、.：

乙

の
長
短
不
足 

の
時
間
が
日
沒
ビ
W
出
^
.
.か
ら
数
へ
ら
れ
た
。
へ§

時

計 

を
敎
會
や
其
他
の
公
共
建
物
の
.
聲
R
合
は
す
や
う
に 

な
つ

て

か

ら

、
へ
一
.
.定
の
：平
均
時
間
制
度
が
漸
次
に
定
o 

て
來
た
の
で
あ

るO

今
で
も
英
語
で
時
間
をS

 
,ふ
化
次

卞
め
に
觅
に
問
題
を
生
じ
た
。
復
乱
祭
日
は
を
の
解
決 

如
何
に
ょ
つ
て
定
ま
つ
て
來
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の

一

ン

2
7
C
.
-

問
題
は
キ
リ
ス
ト
敎
の
勢
を
得
て
ゐ
た
中
世
に
於
て
はj

仑
の
起
源
を
示
し
で
ゐ
る
;-
。
，
。
0
。〗

た
，

ビ
い
ふ
嚴
を 

1

*
大
切
な
事
で
あ
つ
た
。
之
に
就
て
は
終
の
節
に
述
|
使
つ
て
ゐ
る
。
是
等
の
時
間
は
ー
般
^

一
ょ
り
十
二
ま

fi
R
數
へ
、各
1
夜
半
ビ
正
午
を
初
ど
し
/2
の
で
ぁ

ベ
よ

ぅ

-

H
は
ニ
段
に
分
た
れ
、
谷
を
w
沒
ビ
：1!
出
^
始
ま
る 

ニ 

i
k;!
l
lビ
し
た
故
に
季
節
の
興
な
る
に
從
つ
て
時 

間
の
疫
短
が
大
R
異
つ
て
來
た
。
冬

里

に

於

て

は

窗 

の

1

時
間
は
|ニ
十
分
妃
短
，縮
し
、
夜
間
の
一
時
冏
は
九 

十
分
に
延
長
し
た
o
然
る
に 

一

ロ

を

冏

じ

長

^

の

 
一
.一t 

四

時

間

に

等

分

す

る

こ

ど

.は

知

ら

れ

て

ゐ

な

か

.rv 
Z
J

ffi-
I

|

で
t
j
s
R數

へ

、
各1夜

半

ビ

正

午

を

初

ど

し
/2
の
で
あ 

'る
。
但

し

併

太

利

ど

獨

逸

.で
ば
依
然
と
し
て
一
ょ
り
ニ 

十
四
ま
で-の
數
へ
方
が
久
し
ぐ
：瘦
0
て

ゐ
た
0
或
る
地 

方

、
殊

に

併

太

利

で

は

昉

間

は

均

j

に
^
分

^
れ
た
け 

れ

ど

も

、
時

計

を

地

方

的

習

惯

^
合

ぅ

や

ぅ

に

し

た

、 

め

にL

日
の
；初(

二

十
四
時
、
今

ロ

の

稱

呼

で

は

灌

時

) 

が

季

節

季

節̂
應

じ

て

變

觅

せ

ら

れ

、
之
が
日
沒
乂
は 

U
沒

|£
後

に

定

め

ら

れ.た

。
伊
±
利
.に
於
て
こ
の
_

肾

,
.
l
g
l
と-ぼ
；

が
放
棄
さ
れ
た
の
は
第
十
九
世
紀
の
初
に
な
つ
て >

 
あ 

っ
た
。

,

.

0

,
.
.
.
因

に

我

邦

で

は

V

上
S
太
政
，背
亦
吿
狢
三
，三
七
號
に
ょ
か
て
、

1

，
時

刻

ノ

戗

焙

迄

幾

，
攸

良

妞

ニ

龃

ヒ

十

ニ

時

7ー
相
分
チ
候
煜
今
後

.敎
會
の
，禮
拜
の
‘時
問
は
不
定
の
時
間
制
度
を
ビ
つ 

れ
d Ma_tt

3*5

は
黎
明
前
、P

r
i
m
e

は
日
の
出
、Tierce 

は
へ(

以
下
、
日
出
ょ
b
起
箅
し
，て)

.三
時
、3!

は
六
時
V 

N
o
n
e
s

 

は
九
時
、V

e
spers 

or 

E
v
e
n
s
o
n
g

 

は

-h
-*
!#
、

吹
テ
時
辰
依
時
刻
鼓
夜
平
分
ニ
十
四
時
ニ
足
メ
子
刻
ヨ
4
午
刻
迄 

.

.

-チ
十
ニ
喵
1
1分
チ
中
前
幾
時
ト
稱
ジ
午
刻
ョ
”
子
刻
迄
チ
十
1
5 \ 

C
o
m
p
l
i
n
e

は01

沒
後
に
行
は
れ
た
。
然
る
に
何
時
の
間

I

f
午

於

幾

時

ト

：

；
. 

I
、

に
か
"
？

|
 

.

は
正
午
に
繰
上
げ
ら
れ
る
事
と
な
っ
な
0

.時
鐘
ノ
儀
來
ル
ー月

！：

具
明
治
六
平)

ヨ
”
冇
時
刻
.
1
1
可
吹
珙

la
是
迄
時
辰
铴
時
刻
チ
何
字
ト
唱
來
候
處
以
後
何
時
ト
可
稱
褀 

1

諮
祭
典
等
餅
膝
月
チ
新
㈣
ガ
.ユ
梢
仏
シ
施
行
可
致
祺
I

:
時

刻

表

』

梁
^

芋

刻

1

時
子
平
刻
ニ
時
丑
刻
三
時
处
半
刻

里
四
時 

八
時

〔

十
二
時

_;
時 

五
時
，
 

九
時

脔
刻
.

K時
黄
.半
刻
六
時
卯
刻
七
時
卯
半
刻

.

.f

刻
九
時
辰
中
刻
：
十
時
已
刻
十一

時
已
平
刻
. 

午
刻 

.

.

午

半

刻

ニ
.時
朱
.刻
三
時
未
半
紐
，

0

#
巾
^0 

.中
半
刻

-
時

©

刻
七
時
西
半
刻
.八時戍刻 

戌半刻十時玄

.
刻十

T

時哀半刻十

 
ー
|?前

衣
之
通
定
f

W
V .

✓

s
 
i

と

な

つ

た

。

侦

ほ

瑰

行

の

午

砲

|1
常

時

旣

に

行

は

れ

て

ゐ

?:
の

で

ゎ 

る
。
0
.ち
明
治
四
牟
九
月11

日

太

政

官

布

告

第

四

五

ニ

狨

1
1は
、『

盗 

木

丸
U
於
て
來
る
九
り
遭
十
二
時
火
砲
.一
發
っ
、
毎
H

.
時

號

砲
 

執
行
候
條
菸
心
#
相
達
候
事』

,:
'
と
ぁ
.る
。

.

$

1
 

(

虫七む

1 >

 

雜

綠

，

i

:
の，
_
法犬激

正
午
を
英
語
でN

o
o
n

ビ

ぃ
ふ
0
は
之
が
た
め
で
あ 

る
。
寺
院
の
用
法
-:
1
?は

1
日
の
初
は
前
日
のE

v
e
n
s
o
n
g

 

(

晚
禱)

で
あ
る
事
を
心
得
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

へ 

A
祭

ば

祭

S

 

(
H
o
l
i
d
a
y
)

は|

定
の
月d

に
行
は
，れ 

る
の
€
、
不
足
の
復
活
祭
日
ょ
り
繰
つ
で
定
め
ん
-の
ビ 

二
.一
通
h
あ
る
。
淡
に
之
を
定
祭
日
す
期
日
不
定
の
淡
日 

(Fixed, or 

lyEoveable 

Feasts) 

S い
ひ
、
を
の p

e
a
s

r+ 

で
あ
る
ミF

a
s
t
:

で
あ
^
と
をg

は
ず
、
特
殊
の
宗
敎 

■,的
银
日
を(

鱗
祈
#
に
使
用
し
て
あ
る
如
く
に)

：Fedst 

と
唱
へ
て
ゐ
：る
。
；
.

t
定
祭
'日
は
.普

通

.
s
as-
t
^
D
a
w
s 

(

她
徒
の
■祭
H
>
ど
唱

«m鴃
S

3L
'



第
‘十

五

舞

(

一
玉
.七
四)

.
雜

錄

セ

t o
の
^
案

力

^

tlI

へ
る
も
の
.で
*,
る
。
，之
は
.羅
4
暦
に
見
ら
れ
る
記
念
祝 

祭

日

で

.*
つ
て
、.j

般
に
或
は
#!
殊
吹
國
又
は
#
辣
の 

地
方
で
行
.は
れ
る
祭
日
が
漸
次
に
增
加
せ
る
た
め
に
、
、 

歲
別
、と
共
に
殖
え
て
來
た
の
で
あ
る
。
こ
の
定
祭
日
は
：
 

F
 

J

l、Bapt
i
s
t

の
誕
趣
祭
や
、5t. 

p
e
l

の
改
宗
祭
. 

の
负
-.
-
<:^
N
-P
ts:
t
y 
ど
か 

conversion 

.

な V」

、
货
こ 

K
別
，さ
れ
て
ゐ
る
場
合Q

外
は
.聖
徒
の
埋
葬
式
_

(

d
«:
? 

sitlo)の
！！！

で
あ
る
ど
»
せ
ら
れ
て
屈
る
。併
し
之
に
は 

聖
徒
の
遺
®
•が
他
處
へ
移n

•れ
た
m
が
往
々
に
ぁ
る
。

を
し
て
こ
:'
0
遷
«
H
r
a
n
s
l
a
t

o*
n)

は
通
例
民
衆
的
大
記 

念
B 

6し
て
都
合§

よ
ぃ
時
期
を
選
ん
で
_
は
れ
た
>

第
四
號

1

四
六
.

行
は
れ
た
の
で
は
な
.い
事
を
注
意
ずV

へ
き
で
あ
る
。
を 

し
て
疑
は
し

い

«

合

に

は

參

考

用

書

{:
つ

い

て

調

べ

ね
 

ば
な
ら
ぬ
又
聖
徒
の
#
稱
が
賓
略
さ
れ
て
ゐ
る
た
め 

k
往
々
に
し
て
泥
同
す
る
®
が
あ
る
o
即
ち
»
敎
脅
の 

S
t
'
S
t
e
p
h
e
n

は
十
二
.月
ニ
十
六
H
に
祭
ら
れ
て
ゐ
る
げ 

れ
ぎ
も
、
法
王
のSt. 

S
t
e
p
h
e
n

の
^
日
は
八
月
ニ
日 

で
.あ
'る
。
英
蘭
で
は
十
.
|
.月
+'
.六
日
の
大
®
瞥

#
 

E
d
m
u
n
d
.

の
祭
.
W
と
十
：

j

月
一
一
十
日
の
«|
王

で

あ

つ

て
 

且
つ
，%
敎
者
で
あ
.つ
たSt. 

E
d
m
u
n
d

の
'
祭日

€
&>

 ̂

6
合
つ
て
ゐ
丈
何
時
も
刹
然
路
別
ざ
れ
て
ゐ
な
い
。
:; 

‘期

不
定
の
祭
日

は

復
活
祭
日

.

が
每
年
異
な
る
た
め

丁
度
I

の
.天
I

f

高
じ
關
係
に
ぁ
る
や
4

 

:
益
週
間
位
の
I

を
來
？

I

が
.ぁ
る
、
其
f

 

^

例
へ
ば
：̂

Martin 

_

日
は
十」

莩

一

；日
：\

復
活
祭
日
は
I

一
十
二
日
乃
免
四
丑
一
十
五
日
:.
'.
.

(

其 

(o. 

I

 m 

f

 

f

 

Iた
I

、
そ
s

?

 

I
含
む
'

)

間
の
£

か
.の

晶

£

な
る
か
ら
で
も 

七
月
謂
日
に
行
ば
れ
、St. 

g

l

.

l

l十一
,一

月

る

：。
こ
の
.
1

霧

の

筆

|

來
る
の
.
s

l

f

r
 

r
>
プ
に
で
ぁ
つ
た
け
れ
さ
も
ヽ
汲
*
座
は
七
月
七tn 

m
a

 

$
1
1
&
2
7
.

で
ぁ
つ
で
、-
单
い

,̂き
^

11

八
日 

又
5

I

S
何
處
に
て
も
同
日
に
.
.
.
k到

來

す

r
r

舶

1

度
K 

f

J;
f
o
た
。
..
.
. 

V
の
興
動
の
行
は
れ
る
. 

時g

は
搬
轮
i:S

 

,へ
ば
，

A
d
v
e
n
t

 

(

降
來
铬
P)

前
の
一 

っ
'M
い
て
す
ぐ
前
の(

即
ち
ニ
つ
回
の)

^
職n

i

の
前
ま
. 

で
つ
マ
ぐ
、
換
言
す
れ
ば
十
一
月
の
*
顷
ま
で
つ
ぃ
ぐ 

の
で
あ
る
-:
;°併
し
こ
の
祭
‘n

ビ

降

來

祭
！：；！

ど

の

問

の

日

'

. 

曜
B

k
順
位
を
つ
け
る
習
憤
は
次
第
に
擗
張
さ
れ
て
來 

た
の
で
ヽ
實
際
常
初
に
於
て
はWhitsunday (

聖
靈
降』 

臨
襟
S

が
終
ど
な
つ
て
居
つ
た
。聖
靈
降
臨
燊
^
の
次
一 

ぎ
の
ロ
揚
が
、
少
な
ぐ
ビ
も
第
十
一
世
紀
ょ
ぅ
英
國
^

j 

於

て

：

Feast 

of. the 

H
o
l
y

 

Trinity 

(

復
活
主
息
ど
咿
へ

ば
れ
る
ミ

 ̂

\ f
r
す
ぐ
次
の
木
曜
日
は
第
十
三
世j 

系
に
讲
-3
1
!:(
=
!

§̂
I—
I
V 
に
ょ
つ
て 

Feast 

of Cornus 

一
 

Christi 

(

®
;督
聖
fi
祭
日)

.ど
定
め
ら
れ
た
。
H
I1
H
が 

順
管
數
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ」

て
か
ら
、
是

等

の

晶 

H
P核
.A 

.
-̂

ほ
ぉ
ル
.で
行
は
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、
.

.

聖
靈
降 

臨
條
P
の
後
か
6
數
へ
ら
れ
杧
が
フ
併
し
英
蘭
に
；て
は 

^

^
之
を
繰
る
惯
贺
が
行
は
れ
^
ゐ
る
ゾ
又
ー
' ;

第
十
五
卷
舞C

五
七
；)

：
0 

,

錄

.

.年
中
:0
其
他
の
日
11
日
は
敎
會
曆
年
0
位

儅

に

ょ

ら

な 

い
で
、
當
日
の
彌
撒
の
、！

ntrolt:(
聖
發
式
を
擧
げ
る
た
- 

め
收
H I
I

登
鬚
の
^
の
® :歌

)-;

の
冒
頭
の
語
に
ょ

つ

て

貧 

ふ
の
力
普
通
で
あ

る

。

を
の
稱
呼
の
或
る
も
の
は
#
に 

數
.々
使
用
せ
&
れ
た
、
を
じ
て
今
日
に
至
る
ま
で
 ̂

I 

タ
ー
宗
派
の
新
敎
諸
國
rc
於
て
：行
は
れ
て
ゐ
る
.。̂

ち
、

o
e
p
t
u
a
g
e
s
i
m
a

 
: 

• 

: .
.
.
. 

•
. 

• 

C
i
r
c
u
m
d
e
d
e
r
u
n
t

 

'

s
e
x
a
g
e
s
i
m
a
.

. •

. • 

c 

• 

• 

: 

• 

*
. 

• 

•

: .Exsurge, 

D
e
m
i
n
e

rculnquagesiBa.

: .

.

.

. 

E
s
t
o 

日 ihi

l
r
sc+
c/nn<i21y

 

in 

L
^
p
t

 
•
•
:
•
•
•

，I

d;v
o
c
3
vit

S
S
O
I
K
i

 

S
u
n
d
a
y

 

in 

L
e
n
t
:

 

• 

:

*;R
e
m
i
n
i
s
c
e
r
e

i h-ud 

S
u
n
d
a
y

 

i
p

JLent. 

• 

• 

•
:

:
〇
CUIi 

-fourth 

S
u
n
d
a
y

 i
n
.
L
e
n
t
:
*
r

 :

 

x/ostale) Jerusalem 

First
. S
u
nday-after 

E
a
s
t
e
r
:
:

 

Quasi 

m
o

 d
o

 

geiiiti 

s
c
o
n
d

 

s
s
n
d
a
y
;
a
f
t
e
r

 

E
a
s
t
e
r
:

 

Misericordia 

D
Q
m
s

,‘FourtII 

S

目d
a
y

 

aftew 

E
a
s
t
e
r
:

 

Cantate

Fiftrp S
unday, after Easter- :

 

• vo
c
e
m

 

iocuaditatis

そ
.
の

主

祭

典

が

終

つ

，
て

か

ら

一

0
間

後

^

、

そ

の

副
 

祭
典
が
行
は
れ
る
o

之

を

-octave 
‘
ビ
い
ひ
ヽ
英
語
ic

中
世
の
紀
年
法
大
澈
.

笫
四
號

一
四
七



':
把
十
恙

' (

1

2

雜
し
ン
錄
^
中

世

の

紺

年

法

大

意

 ̂

,

1

一
四
べ 

,

て
也

U
1

ビ
し
ス
こ
の
ら
は
大
祭
を
終
へ
て
か
ら

.
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^
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す
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あ
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.
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る

多
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。.
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れ
て
ゐ
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け
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九
四
三
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月

1

日
の
前
十
六
大
目
で
あ
っ
た
。

一
日
ょ
り
月
末
^
で
す
っ
ミ
順
^
円
讀
を
す
る
近
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式
の
'方
法
は
シ
リ
ャ
ピ
埃
及
か
ら
英
人
の
間
^
傅
は
っ 

て
來
た
も
の
で
あ
る
が
、
两
羅
場
で
は
第
六
世
紀
の
後 

葉
前
化
は
殆
ん
ど
見
出
さ
れ
なS

?

グ
ン
ゴ
リ
ク
ス
火 

法
王
は
生
れ
付
き
實
用
を
重
ん
じ
た
人
で
あ
っ

た
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难
王
廷
.記
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所
は
こ
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方
法
を
採
用
せ
し
め
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た

が
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王
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古
法
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せ
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近
代
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；
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ら
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古
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錄
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れ
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れ
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介
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介
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す
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